


新
た
に
受
取
代
理
制
度
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

受
取
代
理
制
度
は
、
出
産
に
関
す

る
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
出
産
費
用

と
し
て
、
医
療
機
関
等
が
世
帯
主
に

代
わ
っ
て
受
け
取
る
制
度
で
す
。

受
取
代
理
制
度
を
利
用
さ
れ
る

と
、
出
産
費
用
が
35
万
円
を
超
え
る

場
合
、
被
保
険
者
は
超
え
た
分
だ
け

を
医
療
機
関
等
に
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
出
産
費
用
が
35
万
円
未
満

の
場
合
、
被
保
険
者
は
医
療
機
関
等

へ
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
35
万
円
と
の
差
額
は
、

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の

自
己
負
担
割
合
は
据
置

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
が
医
療

機
関
等
に
か
か
っ
た
と
き
の
窓
口
で

の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
以

外
の
人
に
つ
い
て
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
凍
結
措
置
に
よ
り
実
施
が
１
年

間
延
期
さ
れ
、
平
成
21
年
４
月
開
始

予
定
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
役
並
み
所
得
者

以
外
の
人
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
、
自
己
負
担
割
合
が
１
割
に
据

置
か
れ
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
２
割
（
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
の
高
齢
受

給
者
証
を
ご
利
用
の
人
へ

３
月
下
旬
に
、「
１
割
」
の
表
記
と

な
っ
た
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
切

り
替
え
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
古
い

受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
焼
却
い
た

だ
く
な
ど
、
確
実
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
現
役
並
み
所
得
の
判

定
の
基
準
と
な
る
所
得
年
度
切
替
え

の
た
め
、
こ
の
証
の
有
効
期
限
は
平

成
20
年
７
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

国
保
退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に

一
定
期
間
以
上
勤
め
た
会
社
な
ど

を
退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
等
）

を
受
け
て
い
る
75
歳
未
満
の
人
と
そ

の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医
療
制
度
で

医
療
を
受
け
ま
す
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
そ
の
対
象
年
齢
が
65
歳
未
満

に
変
わ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
に
な
る
と
一
般
の
国
保

加
入
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
65
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
人
は
有
効
期
限
が

誕
生
月
の
末
日
（
月
の
初
日
が
誕
生

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
国

民
皆
保
険
が
持
続
で
き
る
よ
う
医
療
保
険
制
度
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
制
度
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。出

産
費
用
分
を
医
療
機
関
等
に
振
り

込
み
後
、
世
帯
主
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
長
門
市
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
妊
娠
４
ヵ

月
（
13
週
）
以
上
の
人
で
す
。
な
お
、

他
保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
人
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

利
用
す
る
場
合
は
「
出
産
育
児
一

時
金
支
給
申
請
書
（
事
前
申
請
用
）」

を
国
保
年
金
医
療
係
の
窓
口
で
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
様
式
は
各
総
合
支

所
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

申
請
書
（
第
１
号
様
式
）
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
受
取
代
理
人
（
医

療
機
関
等
）
の
記
名
・
押
印
後
に
、
市

へ
申
請
し
ま
す
。

市
で
は
、
出
産
予
定
日
１
ヵ
月
前

か
ら
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
国

保
被
保
険
者
証
と
あ
わ
せ
、
母
子
健

康
手
帳
ま
た
は
出
産
予
定
日
を
証
明

す
る
書
類
を
窓
口
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
保
年
金
医
療
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

現
在
交
付
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
（月）
が
有
効
期
限
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
３
月
下
旬

に
配
達
記
録
郵
便
で
各
世
帯
に
送
付

し
ま
す
。
有
効
期
限
後
の
平
成
19
年

度
の
旧
被
保
険
者
証
は
、
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
各
世
帯
で
焼
却

い
た
だ
く
な
ど
確
実
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

配
達
記
録
郵
便
は
、
本
人
が
不
在

等
の
場
合
に
は
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
郵
便
局
で

３
月
30
日
（日）
ま
で
保
管
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
は
、
日
本
郵
便
長
門
支
店
郵

便
課
（
TEL
22
‐
２
２
５
１
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、４
月
１
日
（火）
12
時
以
降
は
、

市
役
所
で
保
管
し
ま
す
。
４
月
１
日

以
降
の
受
け
取
り
場
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
長
門
地
区
（
②
・
③
を
除
く
）

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

②
長
門
地
区
（
通
全
区
）通

　
出
張
所

③
長
門
地
区
（
俵
山
地
区
）

俵
山
出
張
所

④
三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

被
保
険
者
証
の
受
け
取
り
の
際
に

は
、
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
の
被
保
険

者
の
人
が
、
旧
被
保
険
者
証
や
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

開
始
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
平

成
20
年
度
に
迎
え
る
人
の
世
帯
に
つ

い
て
は
有
効
期
限
が
そ
の
人
の
誕
生

日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
稼
ぎ
や
施
設
入
所
、
就

学
等
の
理
由
に
よ
り
、
個
別
の
被
保

険
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
票
を
長
門
市
外
に
お
持
ち
の
人

で
就
学
を
理
由
に
個
別
の
証
を
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
以
降
の
在
学
証
明
書
（
学
生
証
は

不
可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

TEL
23
‐
１
１
３
０

日
の
場
合
は
前
月
末
日
）
ま
で
の
退

職
被
保
険
者
証
と
な
り
、
有
効
期
限

前
ま
で
に
一
般
の
被
保
険
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。

退
職
者
医
療
該
当
で
高
齢
受
給
者
証

ご
利
用
の
現
役
並
み
所
得
者
の
人
へ

現
役
並
み
所
得
以
外
の
人
と
同

様
、
保
険
者
番
号
欄
が
切
り
替
わ
る

た
め
、
３
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
者
番

号
欄
以
外
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が

切
り
替
え
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の

年
金
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
等
に
よ
り
、
国

保
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
の
保
険
料
納
付
に
つ
い

て
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
始
ま
り
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
主
が
国
保
被
保
険

者
以
外
の
場
合
や
年
金
額
が
年
額
18

万
円
未
満
の
場
合
、
介
護
保
険
料
の

天
引
き
と
あ
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
天
引

き
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合

は
今
ま
で
通
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
普
通
徴
収
）

天
引
き
を
行
う
対
象
者
に
は
、
４

月
上
旬
に
、
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年

金
支
給
月
に
天
引
き
す
る
額
は
、
平

成
19
年
度
の
保
険
料
額
に
応
じ
仮
に

算
定
し
た
額
に
な
り
ま
す
。（
仮
徴

収
）
６
月
に
決
定
さ
れ
る
平
成
20
年

度
保
険
料
に
基
づ
き
、
仮
徴
収
を
行

っ
た
額
を
差
し
引
い
た
金
額
に
よ

り
、
10
月
・
12
月
・
２
月
は
天
引
き

さ
れ
ま
す
。（
本
徴
収
）



平
成
20
年
度
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

「
平
成
20
年
度
が
ん
検
診
申
込
書
」

等
を
該
当
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た

め
に
も
、
検
診
を
受
け
る
機
会
が
な

い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
後
、
各
検
診
の
実

施
時
期
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
記
入
方
法

申
込
書
内
の
注
意
事
項
、
同
封
の

日
程
表
等
の
書
類
を
十
分
確
認
さ

れ
、
希
望
す
る
項
目
の
空
欄
に
○

印
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
対
象
者
は
受
け
ら
れ
る
項
目

が
空
欄
に
し
て
あ
り
ま
す
）

■
集
団
検
診
会
場
・
日
程

下
表
の
と
お
り

■
医
療
機
関
検
診

６
／
２
（月）
〜
９
／
30
（火）
ま
で
市
内

指
定
医
療
機
関
に
て
実
施

（
胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
）

■
そ
の
他

居
住
地
区
や
指
定
日
以
外
で
検
診

を
希
望
さ
れ
る
人
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
平
成
20
年
度
以
降
、
基
本
健
康
診

査
は
法
の
改
正
に
よ
り
、
医
療
保

険
者
が
実
施
す
る
「
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）」
と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

成
人
保
健
係

本
庁
窓
口
時
間
を
延
長
し
ま
す

年
度
末
・
年
度
始
め
に
窓
口
の
時
間
延
長
と
日
曜
日
開
庁
を
実
施

ご
確
認
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

・
必
要
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
、
事

前
に
電
話
等
で
各
担
当
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い

・
他
の
市
区
町
村
に
確
認
が
必
要
な

手
続
き
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
取

り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
が
あ
り

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
行
政
係

市
で
は
、
転
勤
や
就
職
・
進
学
等

に
よ
り
住
所
の
異
動
の
届
出
が
多
く

な
る
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
庁
窓
口

の
時
間
延
長
と
日
曜
日
の
開
庁
を
行

い
ま
す
。
通
常
の
開
庁
時
間
内
に
市

役
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
土
曜
日
開
庁
で
し
た
が
、

今
年
は
日
曜
日
開
庁
で
す
。
ま
た
、

総
合
支
所
・
出
張
所
で
は
、
時
間
延

長
・
日
曜
日
開
庁
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
実
施
期
間

３
／
25
（火）
〜
４
／
４
（金）

※
３
／
29
（土）
は
除
き
ま
す

■
延
長
時
間
／
開
庁
時
間

・
平
日
　
　
　
17：

15
〜
19：

00

・
日
曜
日
（
３
／
30
の
み
）

８：

30
〜
12：

00

■
実
施
業
務

左
表
の
と
お
り

軽
自
動
車
税
の
各
種
届
出

は
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
、
市
内
に
原
動
機
付
自
転
車
、

軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
ま
た

は
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
お
持
ち
の

人
が
納
め
る
税
金
で
す
。

所
有
者
変
更
や
廃
車
を
予
定
さ
れ

て
い
る
人
は
、
３
月
末
ま
で
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
原
動
機
付
自
転
車
（
125
cc
以
下
の

バ
イ
ク
）・
小
型
特
殊
車
両（
農
耕

用
含
む
）
の
手
続
き

本
庁
税
務
課
市
民
税
係
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
課
税
務
係
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

■
二
輪
（
125
〜
250
cc
）・
三
輪
・
四
輪

以
上
の
軽
自
動
車
の
手
続
き

軽
自
動
車
協
会
山
口
事
務
取
扱
所

（
TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
８
８
７
７
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
250
cc
を
超

え
る
バ
イ
ク
）
の
手
続
き
　

山
口
運
輸
支
局
（
TEL
０
８
３
‐
９

２
２
‐
５
３
３
５
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

手
続
き
の
際
に
必
要
な
書
類
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
市
民
税
係



犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
接
種

平
成
20
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
た
に
飼
い
始
め
た
犬
に
つ
い
て
は

同
時
に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
料
金

・
注
射
料
　
２
、
９
５
０
円

・
登
録
料
　
３
、
０
０
０
円

■
注
意
事
項

・
支
払
い
は
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す

・
会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
止
で
き
る

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

・
既
に
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

は
事
前
に
問
診
の
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
問
診
票
を
記
入
の

う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・
注
射
を
受
け
る
前
に
は
、
必
ず
獣

医
の
問
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

・
新
規
の
人
は
会
場
で
登
録
お
よ
び

注
射
が
で
き
ま
す

・
飼
い
犬
の
死
亡
や
病
気
等
で
注
射

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
本
庁

生
活
環
境
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

「
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
」、「
散

歩
中
の
フ
ン
の
始
末
を
し
な
い
」
な

ど
犬
の
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
そ

れ
が
動
物
を
飼
う
と
き
の
大
切
な
ル

ー
ル
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し

く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で

す
。
散
歩
に
行
く
時
は
、
フ
ン
の

後
始
末
が
で
き
る
よ
う
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
を
持
参
し
、
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

・
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う

・
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
習
性
等
を
理
解
し
て
正
し
く
飼
い

ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
環
境
衛
生
係

障
害
者
の
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す

市
で
は
、
身
体
等
に
障
害
の
あ
る

人
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
対
し

て
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。

■
注
意

・
障
害
の
程
度
、
等
級
に
よ
り
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

・
減
免
は
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台

で
す

・
普
通
自
動
車
と
軽
自
動
車
、
両
方

の
所
有
者
は
ど
ち
ら
か
の
み
で
す

・
す
で
に
減
免
に
な
っ
て
い
る
人

で
、
車
の
変
更
な
ど
申
請
時
か
ら

何
ら
か
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

・
単
身
生
活
の
障
害
者
等
を
常
時
介

護
し
運
転
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
事

務
所
等
が
発
行
す
る
「
常
時
介
護

証
明
書
」

・
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、

印
鑑

■
申
請
締
切

４
／
23
（水）

■
そ
の
他

続
け
て
減
免
を
受
け
る
人
は
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す

※
平
成
20
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
は
４
／
14
（月）
頃
送
付
予

定
で
す
（
納
期
は
４
／
30
（水）
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
市
民
税
係

長
門
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
会
議
委
員
募
集

市
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
、

幅
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴

く
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

■
募
集
人
数
　
５
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

■
任
期

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

■
活
動
内
容
　
老
人
福
祉
計
画
、
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
・
審
議

の
た
め
、
年
数
回
開
催
の
会
議
に

出
席
し
、
意
見
交
換
や
計
画
の
推

進
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す

■
応
募
期
限
　
４
／
18
（金）

65
歳
以
上
の
重
度
心
身
障
害

者
医
療
受
給
の
皆
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
に
伴
う
お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
は
、
65
歳

以
上
の
人
に
つ
い
て
、
医
療
保
険
制

度
の
補
完
の
観
点
か
ら
、
老
人
保
健

制
度
に
よ
り
医
療
給
付
を
受
け
て
い

る
人
を
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
実

施
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
い
て
も
、老
人
保
健
制
度
と
同
様
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
重
度
障
害
者

の
人
も
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
る
人
を
重
度
心
身
障

害
者
医
療
の
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

・
受
給
者
証
に
つ
い
て

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
次

回
の
更
新
時
ま
で
使
用
で
き
ま
す

の
で
、
特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん

・
医
療
機
関
等
の
受
診
に
つ
い
て

受
診
の
際
に
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
」
と
併
せ
て
、

受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い

・
次
の
人
に
つ
い
て
は
地
域
福
祉
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

①
医
療
機
関
や
老
人
保
健
福
祉
施

設
等
に
入
院
等
さ
れ
て
い
る
人

で
、
国
民
健
康
保
険
の
「
住
所
地

特
例
」
を
受
け
て
い
る
人

②
平
成
20
年
３
月
か
ら
６
月
末
日

ま
で
の
間
に
、65
歳
に
な
る
人
で
、

引
き
続
き
重
度
心
身
障
害
者
医
療

の
助
成
を
希
望
さ
れ
る
人

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
地
域
福
祉
係

東
深
川
保
育
園
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

現
在
の
ア
バ
ン
ス
長
門
１
号
館
１

階
に
あ
る
東
深
川
保
育
園
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日
（火）
か
ら

長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に

移
転
し
ま
す
。

移
転
に
伴
い
、
３
月
29
日
（土）
と
30

日
（日）
は
閉
所
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
移
転
後
は
４
月
２
日
（水）
か
ら
開

所
し
ま
す
。（
４
／
１
（火）
は
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
児
童
福
祉
係

国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
４
、
４
１
０
円
（
前
年
度
比
３

１
０
円
の
引
き
上
げ
）と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

年
金
出
張
相
談
所

開
設
日
の
お
知
ら
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

で
は
、
年
金
受
給
や
請
求
に
関
す
る

相
談
を
受
け
る
出
張
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
以
降

の
開
催
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
金
出
張
相
談
所
開
設
日

・
市
役
所
本
庁

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

10：

00
〜
16：

00

・
油
谷
支
所

偶
数
月
第
３
水
曜
日

10：

00
〜
16：

00

■
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
医
療
係

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
５

■
応
募
方
法

本
庁
高
齢
障
害
課
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
高
齢

障
害
課
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
審
査
係

庁
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

も
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込
は
、
預
貯
金
口

座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
含
む
）
の
窓
口
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
お
よ
び
市
役
所
本
庁
、
各
総

合
支
所
の
年
金
担
当
係
窓
口
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
医
療
係

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
５



劇
団
ふ
る
さ
と

き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

自
治
体
消
防
60
周
年
記
念
公
演

「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
日
本
列
島
。

い
ざ
と
い
う
時
、
地
域
を
守
る
の

は
誰
な
の
か
…
。
愛
す
る
ふ
る
さ
と

を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る
消
防
団
員

と
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
家
族
の
姿

な
ど
を
通
し
て
、
家
族
の
あ
り
方
、

地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
力
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
す
。

■
日
時
　
５
／
７
（水）

開
場
18：

00

開
演
18：

30

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
入
場
料

（
前
売
）
３
、
０
０
０
円

（
当
日
）
３
、
５
０
０
円

（
全
席
自
由
）

■
対
象
　
中
学
生
以
上
（
乳
幼
児
・

小
学
生
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ

や
、
市
内
各
公
民
館

■
チ
ケ
ッ
ト
申
込
・
問
い
合
わ
せ

ふ
る
き
ゃ
ら
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

TEL
０
１
２
０
‐
０
５
７
‐
７
６
１

（
受
付
時
間
）
10：

00
〜
18：

00

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
長
門
応
援
団

TEL
37
‐
２
１
３
３
（
石
本
）

h
ttp
://w

w
w
.fu
ru
c
a
ra
.c
o
m

油
谷
交
番
の
免
許
事
務

受
付
日
を
変
更
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら
、
油
谷
交
番
で
行

っ
て
い
る
運
転
免
許
証
の
更
新
申

平
成
20
年
度

斎
場
休
場
日
の
お
知
ら
せ

市
の
斎
場
（
長
門
、
三
隅
、
日
置
、

油
谷
）
休
場
日
は
１
月
１
日
お
よ
び

市
長
が
別
に
定
め
る
日
（
１
ヵ
月
に

１
日
、
市
の
指
定
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
日
）
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
休
場
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
本
庁
生

活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
市
民
生
活
係
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
平
成
20
年
度
斎
場
休
場
日

平
成
20
年

４
／
29
（火）

５
／
27
（火）

６
／
25
（水）

７
／
29
（火）

８
／
31
（日）

９
／
24
（水）

10
／
28
（火）

11
／
26
（水）

12
／
19
（金）

平
成
21
年
　

１
／
１
（木）

１
／
27
（火）

２
／
25
（水）

３
／
21
（土）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
環
境
衛
生
係

緊
急
地
震
速
報
に
係
る

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

最
近
、
緊
急
地
震
速
報
の
受
信
装

置
設
置
の
義
務
化
を
偽
っ
て
装
置
の

販
売
を
行
っ
た
り
、
気
象
庁
や
県
、

市
な
ど
の
名
を
か
た
っ
て
、
訪
問
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
行
為
が
行

わ
れ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
す
。

気
象
庁
、
県
や
市
が
皆
さ
ん
に
受

信
装
置
の
設
置
等
を
義
務
付
け
た

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
り

市
で
は
、
心
身
障
害
者
の
日
常
生

活
の
利
便
と
社
会
活
動
の
範
囲
を
拡

大
し
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
（
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

現
在
ご
利
用
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
は
、
有
効
期
限
が
３
月
31
日
で

す
の
で
、
４
月
１
日
以
降
の
利
用
分

に
つ
い
て
は
新
た
に
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

■
助
成
対
象
者

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
３
級
、
下
肢
４
級

②
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
、
２
級

■
助
成
額
と
枚
数

１
回
に
つ
き
利
用
券
１
枚
（
500
円

相
当
）
が
使
用
で
き
、
１
人
年
間

48
枚
が
限
度
で
す
（
人
工
透
析
通

院
者
は
104
枚
〜
312
枚
）

■
受
付
開
始
日

３
／
25
（火）

■
申
請
方
法

印
鑑
と
助
成
対
象
手
帳
を
お
持
ち

の
う
え
、
本
庁
高
齢
障
害
課
障
害

福
祉
係
、
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

申
請
受
付

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
各
出
張

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

■
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

山
電
タ
ク
シ
ー
、冨
士
第
一
交
通
、

新
日
本
観
光
タ
ク
シ
ー
、
ゆ
も
と

苑
介
護
タ
ク
シ
ー
、
人
丸
タ
ク
シ

ー
、
古
市
タ
ク
シ
ー
、
安
全
タ
ク

シ
ー
、
油
谷
湾
観
光
タ
ク
シ
ー
、

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
そ
の
他

広
報
12
／
１
号
、
ほ
っ
ち
ゃ
Ｔ
Ｖ

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
『
重

度
障
害
者
福
祉
手
当
』
の
支
給
申

請
受
付
期
限
が
３
月
31
日
（月）
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で

な
い
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
障
害
福
祉
係

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、

訪
問
を
受
け
た
な
ど
、
不
審
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
商
工
観
光
課
商

工
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
係

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
利
用
者
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
幅
広
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
心
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
人
で

次
に
示
す
活
動
が
可
能
な
人
。
た

だ
し
、
総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信

事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る
人
お

よ
び
そ
の
家
族
を
除
き
ま
す

■
活
動
内
容
　

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
年
２
回
実
施
予
定
）
へ

の
回
答
（
全
員
）

②
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る

モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
開
催
予

定
）
へ
の
出
席
（
別
途
出
席
を
お

願
い
す
る
人
）

■
委
嘱
期
間

６
／
１
〜
平
成
21
年

３
／
31
（
10
ヵ
月
間
）

■
募
集
人
員

中
国
地
方
で
100
人

■
応
募
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
応
募
動
機
、
募
集
を
知
っ
た

媒
体
を
記
入
し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
は
た
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募

■
応
募
期
限

４
／
４
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
謝
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
人
、
モ
ニ
タ
ー
会

議
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
人
に

別
途
謝
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
選
考
結
果
の
通
知

選
定
後
、
モ

ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
人
に
は
５

月
末
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
通
知
し

ま
す
（
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
人
に

は
通
知
を
し
ま
せ
ん
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
730
‐
8795
広
島
市
中
区
東
白
鳥
町

19
‐
36

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局

電
気
通
信
事
業
課

TEL
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
７
７

FAX
０
８
２
‐
５
０
２
‐
８
１
５
２

Ｅ
メ
ー
ルchug

o
ku-m

o
nito
r@

rb
t.so
um
u.g
o
.jp

鼓
波
会
・
太
鼓
海
ク
ラ
ブ

和
太
鼓
合
同
演
奏
会

日
置
地
区
の
創
作
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
鼓
波
会
」
で
は
、
太
鼓
海

た

く

み

ク
ラ

ブ
と
の
和
太
鼓
合
同
演
奏
会
を
次
の

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

第
２
回
定
期
演
奏
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
子
み
す
ゞ
顕
彰
会

お
よ
び
み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
で

は
次
の
と
お
り
「
み
す
ゞ
少
年
少
女

合
唱
団
第
２
回
定
期
演
奏
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

３
月
30
日
（日）

開
場
13：

30

開
演
14：

00

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
特
別
出
演

藤
田
卓
也
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）

岩
佐
靖
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
子
み
す
ゞ
顕
彰
会

TEL
26
‐
４
７
１
２

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

TEL
０
９
０
‐
７
７
７
４
‐
９
８
５
６

（
末
廣
）

青
年
海
外
協
力
隊参

加
者
募
集

（独）
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

で
は
、
次
の
と
お
り
青
年
海
外
協
力

隊
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
、
開
発
途

上
国
の
人
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理

解
を
図
り
な
が
ら
協
力
活
動
を
行
う

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

■
募
集
期
間
　

４
／
８
（火）
〜
５
／
23
（金）

■
応
募
資
格
　
満
20
歳
か
ら
満
39
歳

ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

■
募
集
人
数
　
約
１
、
４
０
０
人

■
募
集
分
野
　
農
林
水
産
、
加
工
、

保
守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛

生
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計

画
・
行
政
の
８
部
門
（
約
120
種
）

■
派
遣
国

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

大
洋
州
、
中
近
東
の
約
80
カ
国

■
派
遣
期
間

原
則
２
年
間
（
派
遣

前
に
原
則
65
日
間
の
訓
練
有
）

■
応
募
方
法

所
定
の
応
募
書
類
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
郵
送
に
よ
り
提
出

■
選
考

・
一
次
選
考
　
技
術
審
査
、
健
康
診

断
（
書
類
審
査
、
合
否
通
知：

６

月
下
旬
）

・
二
次
選
考
　
語
学
試
験
、
面
接
、

健
康
診
断
（
実
施：

７
月
中
旬

（
東
京
）、
合
否
通
知：

８
月
上
旬
）

※
健
康
診
断
は
き
わ
め
て
重
要
で

す
。
傷
病
の
あ
る
人
は
完
治
し
て

か
ら
受
験
し
て
く
だ
さ
い

■
待
遇
等
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
程
に
基

づ
き
往
復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、

住
居
費
、
国
内
積
立
金
等
を
支
給

■
現
職
参
加

現
在
、
官
公
庁
や
企
業
・
団
体

（
自
営
含
む
）
に
勤
務
し
て
い
る

人
は
、
休
職
等
に
よ
り
所
属
先
に

身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す

■
募
集
説
明
会

全
国
各
地
で
「
体

験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

〒
739
‐
0046
東
広
島
市
鏡
山３‐

３
‐
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

TEL
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６
３
１
０

FAX
０
８
２
‐
４
２
０
‐
８
０
８
２

Ｅ
メ
ー
ル

jic
a
c
ic
-jo
c
v@
jic
a
.g
o
.jp

h
ttp
://w

w
w
.jic
a
.g
o
.jp
/

a
c
tivitie

s/jo
c
v/in
d
e
x.h
tm
l

請
、
住
所
や
氏
名
な
ど
の
記
載
事
項

変
更
届
出
の
受
付
日
を
次
の
と
お
り

週
１
回
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、
油
谷
交
番
の
ほ
か
、
長
門

警
察
署
や
山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ

ー
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
優
良

運
転
者
と
高
齢
者
講
習
受
講
済
み
の

人
は
県
下
ど
こ
の
警
察
署
で
も
更
新

申
請
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
請
手
続
き
後
の
運
転
免

許
証
は
、
郵
送
（
有
料
）
で
も
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
付
日
　
毎
週
水
曜
日
の
み

（
祝
日
は
行
い
ま
せ
ん
）

■
受
付
時
間
　
９：

00
〜
15：

00

■
更
新
時
講
習
　
毎
月
第
１
水
曜
日

■
問
い
合
わ
せ

長
門
警
察
署
　
TEL
22
‐
１
１
１
０
　

油
谷
交
番
　
　
TEL
32
‐
１
１
１
０

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
場
に
響
き

渡
る
太
鼓
の
音
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
／
30
（日）

開
演
13：

30

■
会
場
　
長
門
市
中
央
公
民
館

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

鼓
波
会
事
務
局
（
森
野
）

TEL
26
‐
１
３
１
３

h
ttp
://w

w
w
.g
e
o
c
itie
s.jp
/

ko
n
a
m
i_ka
i/



国
家
公
務
員
採
用
試
験

■
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

■
試
験
区
分
等
　
左
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ

〒
730
‐
0012

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

人
事
院
中
国
事
務
局

TEL
０
８
２
‐
２
２
８
‐
１
１
８
３

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

c
h
u
g
o
ku
/

・
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
情
報

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

sa
iyo
/sa
iyo
.h
tm

フ
グ
中
毒
を
防
止
し
よ
う

フ
グ
に
よ
る
食
中
毒
が
過
去
５
年

間
で
24
件
発
生
し
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
フ
グ
を
自
ら
調
理
す

る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
最
悪

の
場
合
、
死
亡
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

フ
グ
の
処
理
は
、
フ
グ
を
取
り
扱

う
資
格
を
持
つ
専
門
の
人
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
過
去
５
年
間
の
事
故
原
因
と
な
っ

た
フ
グ
　
コ
モ
ン
フ
グ
、
シ
ョ
ウ

サ
イ
フ
グ
、
ヒ
ガ
ン
フ
グ
、
マ
フ

グ
、
ク
サ
フ
グ

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
環
境
課
食
品
衛
生
班

TEL
22
‐
２
８
１
１

フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト

フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト
は
仕
事
を

し
な
が
ら
家
事
や
子
育
て
、
介
護
な

ど
を
が
ん
ば
る
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
す
。

育
児
、
介
護
、
家
事
に
関
す
る
情

報
が
、
公
共
の
も
の
か
ら
民
間
の
も

の
ま
で
検
索
で
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
文
化
・
体
育
の
分
野
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
長
門
市
教
育
特
別

表
彰
」
の
授
与
式
が
２
月
22
日
、
長
門
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
、

文
化
部
門
に
12
個
人
・
１
団
体
、
体
育
部
門
に
８
個
人
・
１
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

形
　
第
１
位

藤
田
み
ず
き
（
深
川
小
６
年
）

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会
　
６
年
女
子
25
ｍ
自
由

形
・
平
泳
ぎ
　
第
１
位

末
永
　
彩
乃
（
深
川
小
６
年
）

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会
　
５
年
男
子
25
ｍ
平
泳

ぎ
　
第
１
位

大
田
　
一
貴
（
深
川
小
５
年
）

◆
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
４
回
全
国

小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大

会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
優
勝

明
倫
小
学
校
（
６
年
）

◆
山
口
県
民
ス
ポ
ー
ツ
総
参
加
運
動

山
口
県
体
育
大
会
　
柔
道
競
技
３

年
男
子
90
㎏
級
　
第
１
位

奥
村
　
銀
志
（
深
川
中
３
年
）

平
面
の
部
　
推
奨

荒
川
　
桃
佳
（
通
中
１
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会
　

平
面
の
部
　
推
奨

横
山
　
仁
美
（
深
川
中
２
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会
　

平
面
の
部
　
推
奨

石
田
り
さ
子
（
仙
崎
中
１
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会
　

平
面
の
部
　
推
奨

村
田
　
晃
一
（
菱
海
中
３
年
）

◆
Ｊ
Ａ
共
済
山
口
県
小
・
中
学
生
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
　
山
口
県
知
事
賞

塩
瀬
　
真
子
（
油
谷
小
４
年
）

◆
交
通
安
全
作
文
の
部
　
最
優
秀
賞

木
村
　
一
貴
（
仙
崎
中
３
年
）

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
最
優

秀
賞大

田
　
晃
輝
（
三
隅
中
１
年
）

◆
高
円
宮
杯
第
59
回
全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
　
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
・
社
会
特
別
賞

前
田
　
麻
名
（
三
隅
中
３
年
）

◆
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

国
税
庁
長
官
賞

古
川
　
優
奈
（
日
置
中
２
年
）

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

県
収
入
証
紙
を
販
売
し
ま
せ
ん

民
事
法
律
扶
助

無
料
法
律
相
談
会

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）
で
は
、

収
入
の
少
な
い
人
を
対
象
に
弁
護
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
収
入
要
件
等
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
／
10
（木）13：

30
〜
16：

30

■
場
所
　
山
口
県
自
治
会
館
５
階

（
山
口
市
大
手
町
９
‐
11
）

■
相
談
内
容
　
民
事
一
般
の
相
談

■
定
員
　
18
名
（
要
予
約
）

■
予
約
方
法
　
法
テ
ラ
ス
山
口
に
電

話
で
予
約
す
る

■
予
約
受
付
　
９：

00
〜
17：

00

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
期
間
　
３
／
17
（月）
〜

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

TEL
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

「
表
示
登
記
の
日
」

無
料
登
記
相
談

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は

「
表
示
登
記
の
日
」
に
土
地
建
物
の

登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
サ
ラ
金
・

ヤ
ミ
金
無
料
電
話
相
談
会

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
等
に
よ

る
多
重
債
務
者
を
対
象
と
し
た
無
料

電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

４
／
５
（土）

10：

00
〜
16：

00

■
相
談
内
容
　
消
費
者
金
融
、
信
販

会
社
、
銀
行
等
へ
の
月
々
の
返
済

で
お
困
り
の
人
に
、
具
体
的
な
問

題
解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続

き
の
紹
介
等

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１
　

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

担
当
　
松
井

TEL
０
８
３
５
‐
２
２
‐
６
５
３
３

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

県
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
が
賃

金
、
残
業
、
解
雇
な
ど
各
種
の
労
働

問
題
の
相
談
に
応
じ
る
「
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
　
月
曜
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

８：

30
〜
17：

15

■
相
談
方
法

・
電
話
相
談

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

上
場
会
社
の
株
券
が

電
子
化
さ
れ
ま
す

平
成
21
年
１
月
、
上
場
会
社
の
株

券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
株
券
電
子

化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会

社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子

的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
の
株

券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て

の
権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施
前
ま
で

に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
証
券
業
協
会

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

TEL
０
３
‐
３
６
６
７
‐
４
５
０
０

■
提
供
情
報

（
育
児
）
保
育
所
、
相
談
窓
口
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
、
育
児
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人

（
介
護
）
相
談
窓
口
、
入
所
施
設
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
、
介
護

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人

（
家
事
）
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
関
連

■
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp

※
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp
/i/

ａ
ｕ

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp
/a
u
/

右
記
以
外

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp
/m
/

■
問
い
合
わ
せ

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
０
４
１

に
お
電
話
く
だ
さ
い

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
３
２

・
面
接
相
談

県
庁
８
階
労
働
政
策

課
内
労
働
情
報
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
く
だ
さ
い

■
相
談
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
情
報
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
１
６

■
日
時

４
／
１
（火）

10：

00
〜
15：

00

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容

・
土
地
　
分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更
、

土
地
の
面
積
等
の
更
正
、
土
地
の

境
界
に
つ
い
て

・
建
物
　
新
築
、
増
築
、
取
り
こ
わ

し
、
分
割
、
区
分
等

■
相
談
員
　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員
　

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
９
７
５

４
月
１
日
か
ら
、
萩
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
山
口
県
収
入
証
紙
の

販
売
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
１
日
以
降
に
パ
ス
ポ
ー
ト

の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
手
数

料
の
う
ち
山
口
県
収
入
証
紙
は
萩
県

税
事
務
所
（
同
一
建
物
内
）
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
県
民
局

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
８
５
３
６

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会
　
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

黒
瀬
　
　
亮
（
仙
崎
小
５
年
）

永
田
　
俊
斗
（
仙
崎
小
５
年
）

藤
田
　
智
至
（
仙
崎
小
５
年
）

入
江
　
孝
祐
（
仙
崎
小
５
年
）

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会
　
６
年
女
子
25
ｍ
自
由

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

立
体
の
部
　
推
奨

神
田
小
学
校
（
３
・
４
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

平
面
の
部
　
推
奨

弘
中
　
晴
大
（
明
倫
小
２
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会
　

平
面
の
部
　
推
奨

岡
山
　
凱
城
（
日
置
小
５
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

立
体
の
部
　
推
奨

永
松
　
洸
祐
（
日
置
小
５
年
）

◆
第
60
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会



３
月
末
ま
で
、
本
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
ベ

ス
ト
リ
ー
ダ
ー
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
貸
出

中
の
本
は
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
（
電

話
、
メ
ー
ル
で
の
予
約
可
）
ま
だ
読
ま
れ
て
い

な
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
読
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

１
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

（
上
・
下
）』
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

〃
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

３
位
『
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
佐
賀
か
ら

広
島
へ
め
ざ
せ
甲
子
園
』
島
田
洋
七

４
位
『
赤
い
指
』
東
野
圭
吾

５
位
『
還
ら
ざ
る
道
』
内
田
康
夫

６
位
『
使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト
』
東
野
圭
吾

７
位
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
（
上
・
下
）』

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

〃
『
狼
花
』
大
沢
在
昌

９
位
『
子
ど
も
の
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る

一
〇
〇
の
レ
シ
ピ
』
成
美
堂
出
版

10
位
『
間
宮
兄
弟
』
江
國
香
織
　

新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

３
月
１
日
よ
り
、
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
本

館
用
・
分
館
用
と
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
が
必
要
で
し
た
が
、
現
在
は
、
本
館
用
カ

ー
ド
１
枚
で
貸
出
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
ゆ
や

分
館
の
所
蔵
検
索
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
20
日
（木）
は
本
館
の
み
休
館
し
ま
す

３
月
20
日
（木）
は
春
分
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
、
本
館
は
休
館
し
ま
す
。
分
館
は
開
館
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
開
館
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

転
出
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は
、
転
出
さ
れ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
異
動
等
で
転
出
さ
れ

る
人
は
、
図
書
館
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
年
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
発
表
！

本
館
で
、
２
０
０
７
年
の
１
年
間
に
よ
く
読

ま
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

４／５（土）13：30～
「チキチキマシン

猛レース」
～大暴走グランプリ～

（50分）

４／26（土）13：30～
「世界絵本箱くまの

コールテンくん」
（全３話）
（33分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
新
世
界
よ
り
（
上
・
下
）」
貴
志
祐
介
、「
鬼
神

の
狂
乱
」
坂
東
眞
砂
子
、「
光
の
指
で
触
れ
よ
」
池

澤
夏
樹
、「
遺
し
た
い
言
葉
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
無

言
の
旅
人
」
仙
川
環
、「
そ
う
か
、
も
う
君
は
い

な
い
の
か
」
城
山
三
郎
、「
平
和
と
は
非
凡
な
幸

運
」
曽
野
綾
子
、「
阪
急
電
車
」
有
川
浩
、「
英
国

紳
士
、
エ
デ
ン
へ
行
く
」
マ
シ
ュ
ー
・
ニ
ー
ル
、

「
季
語
で
読
む
源
氏
物
語
」
西
村
和
子
、「
カ
ラ
ー

図
解
こ
ん
な
に
違
う
！
も
ら
え
る
年
金
」
亀
岡

秀
人
、「
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
脳
卒
中
ケ
ア
事
典
」

高
木
誠
、「
専
門
医
が
や
さ
し
く
教
え
る
肝
臓
病
」

熊
田
博
光
、「
図
解
よ
く
わ
か
る
介
護
保
険
し
く

み
編
＋
実
践
編
」
田
中
元
、「
高
齢
者
の
芸
術
療

法
」
今
井
真
理
、「
枝
物
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講

座
」
長
塚
慎
一
、「
お
う
ち
で
乾
杯
う
ま
い
！
お

つ
ま
み
」
枝
元
な
ほ
み
、「
図
説
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
」
中
島
智
章
、「
伝
わ
る
！
売
れ
る
！
仕
事

に
よ
く
効
く
デ
ジ
カ
メ
撮
影
術
」
久
門
易
、「
農

村
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
秋
津
元
輝
　
ほ
か

お家さん（上・下）
玉岡かおる／著
新潮社／出版

大正から昭和にかけて
ヨーロッパでも名の知
れた巨大商社「鈴木商

店」の頂点にいた一人の女性。商家の女
主人にのみ許された「お家さん」と呼ば
れ、母として大企業のトップとして生き
た女が、その手で育て、守り抜いたもの
を豊かに描く壮大な書下ろし長編。

真
木
の
大お

お

歳と
し

神
社
境
内
に
「
霊
鳥
白
雉

は
く
ち

之

碑
」
と
市
指
定
天
然
記
念
物
の
「
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
」
の
古
木
が
あ
る
。

白
雉
伝
説
に
つ
い
て
、「
日
本
書
紀
」
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

｜
白
雉
元
年
二
月
、
穴
戸

あ

な

と

国
司
草
壁

く
さ
か
べ
の

連
醜
径

む
ら
じ
し
こ
ふ

、
白
雉
献
上
申
す
、
国
造
首

く
に
の
み
や
っ
こ
お
び
とが
正

月
九
日
に
、
麻
山

お
の
や
ま

に
し
て
獲
た
り

｜

つ
ま
り
、
大
化
六
年
（
六
五
〇
）、
長
門
国

の
麻
山
で
白
い
雉き

じ

が
捕
れ
た
。
国
司
の
草
壁

連
醜
径
は
さ
っ
そ
く
朝
廷
に
献
上
。
朝
廷
で

は
、「
こ
れ
は
祥
瑞

し
ょ
う
ず
い

で
あ
り
、
民
の
心
を
悦
び

し
め
た
も
う
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
元
号
を

大
化
か
ら
白
雉
に
改
め
た
。
国
司
に
は
高
い

位
を
与
え
、
長
門
国
の
税
を
三
年
間
免
除
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

大
化
の
改
新
（
六
四
五
）
後
、
国
の
行
政
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
た
飛
鳥
時
代
中
期
の
こ

と
で
あ
る
。
祥
瑞
と
は
、
縁
起
の
よ
い
出
来

事
（
吉
兆
）
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
麻
山
と
は
一
体
ど
こ
な
の
か
、

い
ま
な
お
謎
で
あ
る
。
長
門
国
内
に
「
お
の
」

と
い
う
地
名
は
多
い
。
渋
木
に
も
花
尾
山
の

ふ
も
と
に
「
市
ノ
尾
」（
一
ノ
小
野
）
な
ど
の

真
木
大
歳

お

お

と

し

神
社
と

白
雉

は

く

ち

伝
説

大歳神社のイロハモミジ（市指定名勝・天然記念物）

大歳神社

仙
崎
海
上
保
安
部
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
電
話
・
無
線
電
話
に
よ
り
提
供
し

て
い
る
灯
台
の
気
象
情
報
は
、
３
月
11
日
、
気

象
観
測
箇
所
を
「
見
島
灯
台
」
か
ら
「
見
島
北
灯

台
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

観
測
項
目
は
、
風
向
・
風
速
・
気
圧
・
波
高

で
す
。

見
島
北
灯

台
か
ら
の
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ

映
像
と
併
せ

て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
相
性
大
全
」
リ
ン
ダ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
、「
イ
チ

ロ
ー
思
考
VS
松
坂
思
考
」
児
玉
光
雄
、「
ガ
ラ
ク

タ
を
捨
て
て
、
ス
ッ
キ
リ
暮
ら
す
」
飯
田
久
恵
、

「
絵
本
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
島
田
洋
七
、

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
や
る
ぜ
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
大
さ

く
せ
ん
」
原
ゆ
た
か
、「
ダ
ッ
ト
さ
ん
」
こ
も
り
ま

こ
と
、「
は
つ
ゆ
き
」
西
片
拓
史
　
ほ
か

灯
台
の
気
象
観
測
箇
所
変
更

地
名
が
あ
り
、
麻
山
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

一
方
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
、
社
前
の
小
階

段
の
横
に
あ
り
、
根
元
付
近
が
段
差
と
な
っ

て
い
る
。
樹
高
は
約
十
三
ｍ
で
根
本
付
近
の

幹
周
り
は
約
三
ｍ
の
古
木
で
あ
る
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
鎌
倉
八
幡
宮
よ

り
苗
木
を
持
ち
帰
り
育
て
た
も
の
と
伝
た
え

ら
れ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
樹
齢
二
百
年
を
超
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
タ

カ
オ
モ
ミ
ジ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
カ
エ
デ
科

で
、
最
も
大
き
く
な
る
種
類
で
あ
る
。

モ
ミ
ジ
は
古
来
よ
り
人
々
の
生
活
に
深
く

か
か
わ
り
、
四
季
の
情
緒
を
醸
し
出
し
て
く

れ
る
。
晩
秋
に
は
、
大
歳
神
社
の
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
が
黄
褐
色
か
ら
紅
色
に
燃
え
る
よ
う
に

輝
き
、
真
木
に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
。

霊鳥白雉之碑（大歳神社境内）



３
月
６
日
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
俵
山
湯
町
地
区
で

俵
山
幼
児
園
園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
揃
い
の
防
火
ハ
ッ
ピ
を
着
た
22
人

の
園
児
は
、
ピ
ア
ニ
カ
や
太
鼓
、
タ
ン

バ
リ
ン
な
ど
を
演
奏
し
な
が
ら
俵
山
温

泉
街
を
練
り
歩
き
、
地
元
の
人
た
ち
に

「
火
の
用
心
」を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
最
後
に
は

お
遊
戯
も
披
露
し
、「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
な
ど
と
、
元
気

よ
く
防
火
の
誓
い
を
宣
言
し
ま
し
た
。

俵
山
幼
児
園
防
火
パ
レ
ー
ド

か
わ
い
い
消
防
隊




